
○開館時間　10～17 時（入館は 16時 30 分まで）
○休館日　　日曜日、祝日（ただし 8月 11 日〔土・祝〕は開館いたします）
○入館料　　無料
○会場　　　京都工芸繊維大学美術工芸資料館 1階

○主催　京都工芸繊維大学美術工芸資料館・実践女子大学香雪記念資料館
○後援　美術史学会
○協力　京都・大学ミュージアム連携

上：相見香雨自筆調査録より『大正二年八月／雑記／五／尾形家の墓』、中：田中一松資料より『醍醐寺「三寶院大日金輪画像」古美術ノート「美術巡礼」NO.1( 大正十二年）』、下：土居次義調査研究ノートより『「繋馬図絵馬　狩野山楽筆」調査（昭和十六年）』

京都工芸繊維大学美術工芸資料館・実践女子大学香雪記念資料館  連携事業
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山形県鶴岡市出身。第二次世界大戦中を含む半世紀以上、文化
財保護行政の中枢を担っていた。全国の所蔵者のもと厖大な点
数の絵画作品を実査。研究対象は、水墨画、大和絵をはじめ、
仏画、宋元画、琳派と広範囲に及ぶ。内容豊富で克明なその調
査記録は「昭和の古画備考」と呼ばれる。

相
見
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大阪市出身。学生時代から京都を中心とする寺院
の障壁画調査に携わる。岩の皺法など細部の比較
によって画家を判別し、筆者を特定する手法をとっ
た。狩野山楽、長谷川等伯に関する研究を筆頭に、
近世の諸画家について多数の論考を発表。

 島根県松江市出身。
新聞編集者を経て明治

41 年より審美書院で美術書
編纂に従事。琳派・文人画・画

譜等を中心に日本絵画史論考を多数
発表。在野の立場で優れた実証的研究

を続け、78歳で文化財保護委員に就任。

【アクセス】
● JR 京都駅より
市営地下鉄烏丸線「国際会館」行きに乗車 
( 約 18 分 )  「松ヶ崎駅」下車、
徒歩約 8 分 
 (「松ヶ崎駅」の「出口 1」から
　右 ( 東 ) へ約 400m、  
 四つ目の信号を右 ( 南 ) へ約 180m)
●京阪「出町柳」駅 5 番出口から  
京都バス「大原」行、「岩倉実相院」行、
「岩倉村松」行に乗車、 
 「高野泉町」下車、
橋を渡り左へ約 200m( 徒歩約 8 分 )

〒606-8585 京都府京都市左京区松ケ崎橋上町
TEL 075-724-7924　　FAX 075-724-7920  

京都工芸繊維大学美術工芸資料館
    Museum and Archives,Kyoto Institute of Technology

【関連イベント】
シンポジウム「記録された日本美術史」
日時： ７月７日（土）13:30～（13:00 開場）
場所：京都工芸繊維大学 60周年記念館 2階
定員：150 名（事前申し込み不要）
第一部：報告
　江村知子（東京文化財研究所文化財アーカイブズ研究室長）
　村角紀子（松江市歴史まちづくり部史料編纂課専門調査員）
　多田羅多起子（京都造形芸術大学非常勤講師）
第二部：パネルディスカッション
　並木誠士（京都工芸繊維大学教授）
　仲町啓子（実践女子大学教授）
　奥平俊六（大阪大学名誉教授）
　山下善也（九州国立博物館主任研究員）
　五十嵐公一（大阪芸術大学教授）

土居次義

上：相見香雨自筆調査録より「大正十三年二月／三十」（表紙裏、『罹災美術品目録』調査先）、右下：田中一松資料より『玉虫厨子（東京帝国大学の講義ノート『瀧精一氏述日本絵画史（推古白鳳天平三時代）
大正九年度講義』)』、左下：土居次義調査研究ノートより『法然院屏風調査（昭和九年）』

【ウェブサイト】
 http://www.museum.kit.ac.jp/

※本展覧会の準備にあたっては、公益財団法人 出光文化福祉財団より、平成 29年度調査・研究事業助成を受けました。
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【同時開催】華やかなフランス・ポスター  アール・ヌーヴォーから現代まで　2018 年 6月 25 日～ 8月 11 日


